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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
日
本
国
内

の
外
国
人
を
含
む
全
住
民
に
割

り
振
ら
れ
る
、
一
人
一
人
異
な
る

12
桁
の
番
号
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
、
漏
え
い
し
て
不
正
に

使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
限
り
、

一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

法
人
に
は
１
法
人
に
１
つ
の
13

桁
の
番
号
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
目
的

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
各
機
関

に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同

一
人
物
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

効
率
的
に
確
認
す
る
た
め
の
基

盤
に
な
り
ま
す
。
国
や
地
方
公

共
団
体
で
分
散
管
理
す
る
情
報

の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ

と
で
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

①
利
便
性
の
向
上

　

各
種
申
請
に
必
要
な
書
類
の

省
略
な
ど
、
行
政
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
ま
す
。

②
行
政
の
効
率
化

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で

情
報
の
連
携
が
進
み
、
行
政
事

務
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
り
、
き
め
細

や
か
な
支
援
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
不
当
に
負
担
を
免
れ
る
こ

と
や
不
正
受
給
を
防
止
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が

あ
っ
た
ら
？

通
知
カ
ー
ド

　

平
成
27
年
10
月
以
降
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
、
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
性
別
が
記
載
さ
れ
た

紙
製
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
、

住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

住
民
登
録
と
実
際
の
住
所
が

異
な
る
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
が

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
急
に
住
民
票
の
異
動
の

届
け
出
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
転
送
不
要
の

簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

転
送
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
に
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
と

も
に
送
付
さ
れ
る
申
請
書
に
自
身

の
顔
写
真
を
貼
っ
て
申
請
す
る

と
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
平
成
28

年
１
月
以
降
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示

や
本
人
確
認
用
の
身
分
証
明
書
と

し
て
も
使
え
ま
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
、
初
回
の
発
行
を
受
け

る
と
き
に
限
り
発
行
手
数
料
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
機

能
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の

各
種
電
子
申
請
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
住
民
票
な

ど
の
証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ

ニ
交
付
」
で
も
利
用
で
き
、
米
子

市
で
は
平
成
28
年
６
月
か
ら
の
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

住所を正確に登録して
いただくため、住民票の
異動（転出・転入・転居
など）の届け出は忘れず
にしてください。

住所が変わっても
変わらないのね

生涯同じ
番号なんだね

自分だけの
番号なんだ

これが自分の
マイナンバーか

なくさないように
しないとね

通知カードは
紙製だけど

ずっと使うもの
なんだって

マイナンバー制度が
はじまります

マイナンバー制度が
はじまります



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
ん
な

と
き
に
必
要
な
の
？

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
法
律
や

自
治
体
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
と
な
り
ま
す

　

こ
の
た
め
、
年
金
、
保
険
、
児

童
手
当
や
そ
の
他
の
給
付
、
確
定

申
告
等
の
税
の
手
続
き
の
際
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
求
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
に

お
い
て
は
、
事
業
主
な
ど
が
個
人

に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
な
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
た
め
、
勤
務
先
や
保
険
会
社
、

証
券
会
社
、
金
融
機
関
か
ら
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
の
安
全
管
理
は

大
丈
夫
な
の
？

制
度
面
で
の
保
護

◆
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
際
に

は
、
収
集
さ
れ
る
者
の
本
人
確

認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・

保
管
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
法
律
に
違
反
し
た
場
合
の

罰
則
が
従
来
に
比
べ
て
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
第
三
者
機
関
の
特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

る
か
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
す
る

特
定
個
人
情
報
を
運
用
す
る
仕

組
み
が
安
全
で
あ
る
か
を
評
価

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ

と
が
国
や
市
町
村
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面
で
の
保
護

◆
個
人
情
報
は
従
来
ど
お
り
、
年

金
の
情
報
は
年
金
事
務
所
、
税

の
情
報
は
税
務
署
と
い
っ
た
よ

う
に
各
機
関
で
分
散
管
理
し
て

お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
元
に

芋
づ
る
式
で
個
人
情
報
が
漏
え

い
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

◆
各
機
関
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
し
た
個
人
情
報
の
や
り
と

り
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
を
操

作
で
き
る
者
を
制
限
・
管
理
し
、

通
信
す
る
デ
ー
タ
は
外
部
に
読

み
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
暗
号
化

さ
れ
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
自
分

の
個
人
情
報
が
、
い
つ
、
ど
の
機

関
で
照
会
・
提
供
さ
れ
た
の
か
を

自
身
で
確
認
で
き
る
「
マ
イ
ポ
ー

タ
ル
」
が
平
成
29
年
１
月
か
ら

稼
動
予
定
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
事
業
所

に
も
関
係
あ
る
の
？

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
税
や

社
会
保
障
の
手
続
き
で
、
従
業

員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得

　

事
業
者
は
従
業
員
な
ど
に
対

し
て
、
法
律
の
範
囲
内
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
利
用
目
的
を
特
定
し
、

明
示
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

取
得
の
際
に
は
、
厳
格
な
本
人

確
認
を
行
な
っ
た
う
え
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類

を
作
成
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
・
提
供

　

事
業
者
は
、
源
泉
徴
収
票
や
健

康
保
険
・
年
金
な
ど
の
税
や
社
会

保
障
に
関
す
る
手
続
書
類
に
従

業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
し
て
役
所
に
提
出
し
ま
す
。

法
令
に
定
め
ら
れ
た
利
用
目
的

以
外
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
保
管
・
廃
棄

　

事
業
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
さ
れ
た
書
類
を
保
管
す
る

こ
と
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
に

限
ら
れ
て
お
り
、
保
存
期
間
を

経
過
し
た
場
合
等
、
不
要
に
な
っ

た
時
点
で
速
や
か
に
廃
棄
・
削

除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
安
全
管
理

　

事
業
者
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

取
扱
責
任
者
の
明
確
化
や
従
業

員
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
関
す
る
教
育
な
ど
人
的
安

全
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
や
保
管
庫
、

パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
物
理
的
安
全
管
理

の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施

の
流
れ

平
成
27
年
10
月

通
知
カ
ー
ド
を
住
民
票
の

住
所
に
送
付

平
成
28
年
１
月

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始

平
成
28
年
６
月

米
子
市
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付

開
始
予
定

平
成
29
年
１
月

マ
イ
ポ
ー
タ
ル
の
運
用
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
く
わ
し

い
こ
と
は
ど
こ
に
聞
い
た

ら
い
い
の
？

◆
内
閣
府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

電
話
：
０
５
７
０
―
２
０
―

０
１
７
８
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）

平
日　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
つ
な
が

ら
な
い
場
合
は
、
０
５
０
―

３
８
１
６
―
９
４
０
５
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
内

閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/

seisaku/bangoseido/index.
htm
l

■
問
合
せ

　

市
民
課
（
☎
23
―
５
１
４
４
）



第71回　米子市第71回　米子市
米子市美術館（☎３４－２４２４）

行 事 名 連 絡 先 日 程
第46回美術集団ゼム作品展 ☎６６－３５２０ 9/4（金）～8（火）第30回米子写真倶楽部作品展 ☎３４－０７５６
☆常設（コレクション）展Ⅰ　「足立正太郎と山を愛した作家たち」 ☎３４－２４２４ 9/6（日）～10/4（日）
第19回ビスターレ絵画展 ☎２９－４０１８ 9/11（金）～15（火）第56回チャーチル会米子作品展 ☎ 090-9069-8452
フォトクラブピノキオ写真展 ☎３３－８６８８

9/18（金）～22（火・祝）第46回写真集団ゼロ作品展 ☎ 080-6267-1022
児童生徒条幅展 ☎２７－０４２１
☆第２回ミュージアムスクール　創作・交流ひろばワークショップ ☎３４－２４２４ 9/20（日）
第28回現代美術家協会山陰支部展 ☎５６－２４１３ 10/2（金）～6（火）第43回米子墨彩会水墨画展 ☎３２－４３６３
アンデパンダン絵画作品展 ☎３４－０３６１

10/9（金）～13（火）第27回「彩りの時間（とき）に」 ☎ 090-7372-4381
第36回龍心会書道展 ☎２２－５７６７
第59回鳥取県美術展覧会（県展） ☎３４－２４２４ 10/17（土）～26（月）
第21回米子市写真家協会展 ☎３４－１４０８

10/30（金）～11/3（火・祝）第44回米子ちぎり絵水星会展 ☎６８－３８２６
第75回米子美術家協会展 ☎２５－１５９９
第38回フォトきゃらぼく写真展 ☎２２－４３０１
☆常設（コレクション）展Ⅱ　「生誕130年記念　香田勝太展」 ☎３４－２４２４ 11/1（日）～29（日）
麗山書院展 ☎ 090-8064-7869

11/6（金）～10（火）
米子陶友会展 ☎３３－２８２６

‘15 山陰新協米子展 ☎２７－１８６３

全日写連米子支部・デジカメサークル「shutter」合同作品展 ☎４２－３８９０
☎２９－５０８１

水曜展（絵画作品展） ☎３３－６５０３

11/13（金）～17（火）サークル“ｕ”展 ☎３３－５４８５
第40回皓墨会水墨画作品展 ☎３２－７２７１
米子版画同好会展 ☎３４－５８１４
第29回米子工芸会展 ☎ 090-7372-4381

11/20（金）～24（火）第32回米子地区書道連盟展 ☎２２－５７６７
第50回米子かこう会作品展 ☎６６－２０２７
第48回麓人展 ☎２９－２７２５

11/27（金）～12/1（火）中美展 ☎５３－３０２０
かりこの会　ニードルポイントの世界 ☎ 080-6308-3208

米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）
行 事 名 連 絡 先 日 程

☆第29回よどえ町民音楽祭 ☎５６－２０８６ 8/30（日）

☆ランチタイムレコード ☎３９－４０５０ 9/8（火）・10/13（火）
11/16（月）・12/8（火）

☆ファミリーコンサート「音楽のおもちゃ箱」 ☎３９－４０５０ 9/20（日）
☆さなめラララ♪ステージ ☎３９－４０５０ 12/19（土）
☆印は米子市教育委員会の主催事業です。
■問合せ　米子市教育委員会事務局文化課（東町161番地２　☎２３－５４３８　Ｅメール：bunka@city.yonago.lg.jp）

ホームページアドレス　http://www.city.yonago.lg.jp/17608.htm

平成27年度

米子市文化ホール運営委員会委員募集
　米子市では、文化ホールの事業等について市民の皆さんのご意見をいただくため、委員を募集します。
■公募人数・応募資格　２人（平成27年８月１日現在、満20歳以上で、市内にお住まいか、通勤・通学している方）
■応募方法　応募の動機、文化ホールの事業について思うことを800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を明

記のうえ、文化課（市役所第２庁舎３階）に直接お持ちいただくか、郵送またはＥメールでご応募ください。
■応募期限　８月21日（金）必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問合せ  〒６８３－８６８６　米子市東町１６１番地２　米子市教育委員会事務局文化課（☎２３―５４３８、ＦＡＸ

２３－５４１４、Ｅメール：bunka@city.yonago.lg.jp）



秋の文化祭秋の文化祭
米子市公会堂（☎２２－３２３６）

行 事 名 連 絡 先 日 程
☆平成27年度文化庁優秀映画鑑賞推進事業　米子なつかしの名画劇場 ☎２２－３２３６ 9/17（木）・18（金）
米子市民劇場10月例会　幹の会+リリック　公演「王女メディア」 ☎３３－８６９５ 10/26（月）
米子市民劇場11月例会　劇団朋友　公演「ら・ら・ら」 ☎３３－８６９５ 11/26（木）
第29回県民による「第九」米子公演 ☎３１－１２６６ 11/29（日）
第44回レインボー・ジャズ・オーケストラ定期演奏会 ☎ 090-6834-1868 12/12（土）
山陰少年少女合唱団リトルフェニックス　第10回定期演奏会 ☎ 0854-22-4693 12/23（水・祝）
第43回米子西高等学校吹奏楽部定期演奏会 ☎２２－７４２１ 12/27（日）

米子市文化ホール（☎３５－４１７１）
行 事 名 連 絡 先 日 程

2015年平和のための戦争展 ☎３５－５１２３ 8/1（土）映画「望郷の鐘　満蒙開拓団の落日」 ☎３２－４８６８
ゴスペルオーブジョイフルコンサート ☎ 090-7130-6251 8/15（土）
第12回常声会「声楽の夕べ」 ☎３４－３０５３ 8/22（土）
☆「童謡をみんなでうたう会」特別講座 ☎３５－４１７１ 9/13（日）
米子労音９月例会「ヤナーチェク弦楽四重奏団」（弦楽四重奏） ☎３４－３１７３ 9/25（金）
☆新米子市誕生10周年記念　講座「米子と淀江の歴史」 ☎２２－７１６１ 10/3（土）
第66回米子邦楽と舞踊の会 ☎３３－６３１６ 10/12（月・祝）
☆米子人生大学第10回目講座「童謡ってなあに、唱歌ってなあに」 ☎２３－５４４４ 10/19（月）
米子マンドリンオーケストラ　第30回定期演奏会 ☎３３－３３２１ 10/24（土）
米子労音11月例会「小菅優ピアノリサイタル」 ☎３４－３１７３ 11/3（火・祝）
第34回鳥取県西部合唱連合ふれあいコンサート ☎２３－３８０７ 11/15（日）

そ の 他 の 会 場
行 事 名 会 場 名 連 絡 先 日 程

☆新米子市誕生10周年記念　「まちなか音楽祭」 えるもーる商店街 ☎３５－４１７１ 8/2（日）
米子シネマクラブ第102回例会「リスボンに誘われて」 コンベンションセンター ☎ 090-8248-9810 8/23（日）
☆よどえだいせんトークプレイス第１回「豊作をいのる」むきばんだ史跡公園 ☎５６－２２７１ 9/12（土）
☆新米子市誕生10周年記念　企画展「米子と淀江の歴史」 山陰歴史館 ☎２２－７１６１ 9/19（土）～11/29（日）
☆新米子市誕生10周年記念　「まちなか音楽祭」 galeria 大正蔵 ☎３５－４１７１ 10/3（土）
アトリエYuri の仲間たち まぶや蔵ギャラリー（大山町） ☎２４－５９６１ 10/3（土）～25（日）
白珠山陰支社短歌大会 ふれあいの里 ☎２８－７６６２ 10/6（火）
諸流合同いけばな展 米子しんまち天満屋 ☎２２－７８３３ 10/8（木）～13（火）
☆米子歴史絵巻 上淀廃寺跡 ☎３５－４１７１ 10/10（土）
第53回米子俳句大会 ふれあいの里 ☎３３－７８６７

10/11（日）情脈米子支部短歌会 ふれあいの里 ☎３２－９４２０
米子シネマクラブ第103回例会 コンベンションセンター ☎ 090-8248-9810
米子こども劇場第201回例会「おれたち、ともだち！」 児童文化センター ☎３２－３８４７ 10/24（土）
健身太極拳連盟交流大会 鳥取県立武道館 ☎４２－４４４４ 10/25（日）人形劇団いとぐるま「ふれあい公演」 心身障害者福祉センター ☎２９－６１５５
米子茶道連盟合同茶会 コンベンションセンター ☎６８－２１９２ 11/3（火・祝）
第53回米子市合同短歌祭 ふれあいの里 ☎２２－０６１９ 11/8（日）☆第３回ミュージアムスクール　米子彫刻ロード探検ツアー 文化ホール（集合場所） ☎３４－２４２４
☆よどえだいせんトークプレイス第２回「あなたの知らないサイノカミさん」 むきばんだ史跡公園 ☎５６－２２７１ 11/14（土）
日中友好　太極拳まつり 米子産業体育館 ☎３２－４８６８ 11/28（土）
米子こども劇場第202回例会「こまのたけちゃんのあそぶあそび！」 児童文化センター ☎３２－３８４７ 12/6（日）
米子シネマクラブ第104回例会 コンベンションセンター ☎ 090-8248-9810 12/13（日）

第13回鳥取県総合芸術文化祭・とりアート 2015 参加事業

米子市公会堂にぎわい創出事業「街オン　ＭＡＣＨＩ－ＯＮ！」
　昨年、米子市公会堂に登場した音楽フェスティバル「街オン」。今年も、米子市とその周辺で活動するアマチュアバンド、
ミュージシャンが公会堂に集結し、熱い演奏を繰り広げます。大ホールと屋外それぞれにステージを設置。音楽漬けの１日
をお楽しみください。真夏の音楽の祭典「街オン」。ぜひ会場へお越しください。
■出 演　ＥＳＨＩＣＯ、Ｓｉｅｓｔａ（シエスタ）ほか、地元バンド、ダンスチーム
■と き　８月30日（日）午後１時～　■ところ　米子市公会堂　大ホール、前庭
■入場券　【全席自由席】1,000円（屋外ステージは無料です。）　米子市公会堂ほか市内プレイガイドで発売中
■主 催　街オン実行委員会、（一財）米子市文化財団
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）　



　

デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
優
れ
、
良
好
な

都
市
景
観
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
建
築
物
、
工
作
物
、

屋
外
広
告
物
そ
の
他
の
施
設
、
緑
化

施
設
な
ど
を
対
象
に
、「
第
６
回
平
成

の
米
子
市
都
市
景
観
施
設
賞
」
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
と
そ
の
内
容

　

募
集
す
る
対
象
は
、
米
子
市
内
に

あ
る
平
成
元
年
以
降
に
新
築
、
改
築
、

改
修
さ
れ
、
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
民
間
施
設
（
関
係
法
令
、
所
定
の

手
続
き
を
完
了
し
て
お
り
、
独
立
行

政
法
人
を
除
い
た
も
の
）
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
県
、
市
な
ど
か
ら
同

一
趣
旨
の
表
彰
を
受
け
た
も
の
は
除

き
ま
す
。

■
選
考
基
準

○
周
辺
環
境
に
配
慮
し
調
和
が
取
れ

て
い
る

○
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
優
れ
、
周
辺
の

景
観
の
手
本
と
な
っ
て
い
る

○
そ
の
他
こ
の
制
度
の
趣
旨
に
か

な
っ
て
い
る

■
募
集
期
間

　

７
月
１
日
㈬
〜
9
月
15
日
㈫

■
応

募

▼
応
募
者　

　

ど
な
た
で
も
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
が
、
応
募
用
紙
１
通
に
つ
き
１

点
限
り
と
し
ま
す
。
ま
た
、
注
意
事

項
の
記
載
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、都
市
計
画
課（
本
庁
舎
２
階
）

ま
で
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、
フ
ァ
イ
ル
サ
イ

ズ
は
合
計
２
Ｍ
Ｂ
ま
で
、
画
像
フ
ァ

イ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
と
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
提
出
書
類

　

平
成
の
米
子
市
都
市
景
観
施
設
賞

応
募
用
紙
（
外
観
写
真
を
含
む
。）
…

１
部

※
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、
原
則
と
し

て
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
注
意
事
項

○
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
施

設
に
つ
い
て
は
、
応
募
・
審
査
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
住
宅
（
店
舗
兼
住
宅
を
含
む
。）

に
つ
い
て
応
募
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
応
募
者
で
所
有
者
に
確
認
を

し
て
い
た
だ
き
、
同
意
を
得
た
う

え
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
（
店
舗
兼
住
宅
を
含
む
。）

以
外
の
施
設
を
応
募
さ
れ
る
場
合

で
、
応
募
者
に
よ
る
所
有
者
等
へ

の
同
意
確
認
が
難
し
い
と
き
に

は
、
米
子
市
で
確
認
し
ま
す
。

○
テ
ナ
ン
ト
物
件
に
つ
い
て
、
建
物

の
一
部
に
入
居
し
改
修
し
た
場
合
等

は
、
応
募
・
審
査
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

○
以
前
に
２
回
、
応
募
・
審
査
さ
れ

た
施
設
（
今
回
で
３
回
目
の
応
募
と

な
る
も
の
）
は
、
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
応
募
を
予
定
さ
れ

る
施
設
の
過
去
の
応
募
状
況
を
確
認

さ
れ
た
い
場
合
は
都
市
計
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
審
査
方
法
・
発
表

　

米
子
市
景
観
審
議
会
で
審
査
し
、

審
査
結
果
を
各
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
よ
な

ご
に
掲
載
し
公
表
し
ま
す
。

▼
審
査
時
期

　

平
成
27
年
10
月
予
定

▼
発
表
時
期

　

平
成
27
年
11
月
予
定

■
表

彰

　

都
市
景
観
施
設
賞
を
受
賞
し
た
建

築
物
等
の
建
築
主
（
ま
た
は
所
有
者
・

管
理
者
）、設
計
者
お
よ
び
施
工
者（
ま

た
は
製
作
者
）に
、
表
彰
状
を
贈
呈
し

ま
す
。

▼
表
彰
時
期

　

平
成
27
年
11
月
予
定

※
応
募
さ
れ
た
各
対
象
施
設
に
つ
い

て
「
戸
建
住
宅
規
模
程
度
の
も
の
」

と
「
そ
れ
を
超
え
る
規
模
の
も
の
」

に
分
け
て
審
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

し
表
彰
を
行
な
う
予
定
で
す
。

■
個
人
情
報
等
の
利
用
目
的

　

応
募
用
紙
等
に
記
載
さ
れ
た
対
象
施

設
の
名
称
、
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
照
会
等
の
際
に
利
用
し
、
応
募
者

の
住
所
、
電
話
番
号
は
、
連
絡
事
項
が

あ
る
場
合
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

■
受
付･

問
合
せ

〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
１
―
１

米
子
市
都
市
計
画
課
景
観
係

☎
23
―
５
２
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
３
９
４

Ｅ
メ
ー
ル
：toshikeikaku@

city.yonago.lg.jp

対象施設 内 容

建 築 物
集合住宅、戸建住宅、商業施設（店舗、事務所）、
工場、流通施設などの建築物で景観上優れたもの

工 作 物
橋梁、煙突、鉄塔、擁壁、石垣、街路灯などの工
作物で景観上優れたもの

屋外広告物
その他の施設

屋上・壁面・突出広告物、独立して設置されてい
る野立広告物などで景観上優れたもの

緑 化 施 設 庭園、植栽などで景観上優れたもの

複 合 施 設
上記施設の複合体で、住宅団地、商店街などで景
観上優れたもの

広報よなご６月号の記事の一部に掲載もれがありました
　「広報よなご６月号」５ページに掲載の、「新規学卒者の利息付奨学金の返還に伴う利息部分を一部助成します！」の記事について、
助成対象者の条件について一部掲載もれがありましたので、おわびしてお知らせします。
■助成対象者　次のいずれにも該当する方
①平成26年４月１日以降に大学等を卒業または修了した方、②日本学生支援機構、地方公共団体、民間団体、大学等から利息付奨学
金（一般的に日本学生支援機構の第二種奨学金に相当するもの）の貸付・貸与を受けている方、③奨学金の返還金を滞納していない
方、④卒業または修了後に市外から転入し、米子市の住民基本台帳に記録されている方、⑤米子市の住民基本台帳に記録をされた住
所から通勤することができる地域において就労されている方、⑥市税等の滞納がない方　…など
　関係者の方には大変ご迷惑をおかけしました。ご理解いただきますようよろしくお願いします。
■問合せ　商工課（☎２３－５２１６）



　同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくん。米子の歴史や文化（カルチャー）にくわしい
かるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は、本丸を中心に城の構造について学びます。

ミナちゃん：この前「米子城跡ガイドウォーク」というイベントに参加して初め
て城山の頂上に登ってみたんだけど、ほんと、想像以上の絶景ね。

ジローくん：米子の町並みが手に取るように見えるからね。頂上の周りにはぐる
りと石垣が巡っているけど、昔はどんなふうになっていたのかな？

かるちゃん：頂上付近の郭
くるわ

（石垣などで囲まれた区域）が、城の中枢部になる本
丸と呼ばれるところだよ。絵

え ず

図や古
こ も ん じ ょ

文書を見ると、本丸にはいろい
ろな建築物があったのがわかるんだ。その中心にあったのが、高さ
約20ｍの大天守と、高さ約16ｍの四重櫓

やぐら

（副天守）だったんだけど、
他にも二重櫓が５棟、多

た も ん

門櫓が５棟、門が６か所があったとされて
いるんだよ。

ミナちゃん：本丸にはたくさんの建物があったのね。そういえば、天守台のふも
とにある番

ばんしょ

所、天守へと通じる階段の途中にある鉄
くろがねもん

門、中海の方へ
張り出している遠

とおみやぐら

見櫓などの跡が標柱で表示してあったわ。頂上に
は天守の基礎として使われた礎

そ せ き

石も残っているわね。

かるちゃん：城の基本設計である縄
なわばり

張を見ていくと、米子城はこの本丸を中心と
して湊山のふもとに二の丸や三の丸を巡らし、中海につなぐ堀で陸
地と分断した、小島のような「後ろ堅固」の城だったというのがわ
かるね。天守からは海を行き交う船も見えるので、防衛拠点として
は最高の場所でもあったし、町中からもよく見えるってことは、城
下に対して権威を示すことにもなったんだよ。

ジローくん：なるほど。後ろが海に囲まれていたら簡単には攻め込まれないね。
どこにどんな城を建てるかというのは、とても重要なことなんだね。

かるちゃん：そうだね。日本の中世前期の古いお城は山
やまじろ

城といって、自然地形を
利用して山の中に砦

とりで

を築くやり方が主流だったんだ。一方、大阪城
や名古屋城のように平地に築かれた城は平

ひらじろ

城と呼び、米子城や松江
城みたいに山の上に本丸を置いて、その周囲の平地も城内に取り込
んだ城は平

ひらやまじろ

山城というんだよ。平山城は山から切り出した石で高い
石垣が容易に築け、山上の本丸からは周囲の見通しがきいて防衛力
が高いという長所があるので、戦国時代（中世後期）の大名は、こ
の平山城を理想のタイプと考えたんだね。江戸時代になって世の中が安定してくると、お城は戦いのためと
いうより権威の象徴という意味合いが強くなってくるから、不便な山城より民衆へのアピールもしやすい平
城が中心になるんだ。米子城は戦国時代の特色も残した堅牢な平山城だったと言えるね。

ミナちゃん・ジローくん：へえー、時代によってもお城のつくり方が変わるんだね。お城って奥が深いなあ。

次回は、二の丸、三の丸から城の構造について学びます。おたのしみに！
（米子市教育委員会　文化課）



実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

米
子
市
成
人
式

は
、
毎
回
新
成
人

や
実
行
委
員
経
験

者
な
ど
に
よ
る

「
米
子
市
成
人
式

実
行
委
員
会
」
を

結
成
し
、
思
い
出

に
残
る
成
人
式
と

な
る
よ
う
、
式
典

の
企
画
・
運
営
全

般
に
わ
た
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
生
の
晴
れ
舞
台
を
忘
れ
が
た

い
も
の
に
し
た
い
新
成
人
の
方
や
、

成
人
式
に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
原
則
平
日
の
夜

に
行
な
い
ま
す
が
、
米
子
市
出
身
で

成
人
式
当
日
に
参
加
で
き
る
新
成

人
の
方
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
意
見
交
換

す
る
方
法
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

み
ん
な
で
成
人
式
を
作
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
電
話
や
、
直
接
、
生
涯
学

習
課
窓
口
（
第
２
庁
舎
３
階
）
へ
お

こ
し
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

記
念
感
想
文
募
集

　
「
二
十
歳
に
な
っ
て
」、「
感
謝
の

気
持
ち
」、「
私
の
夢
」、「
米
子
市
民

と
し
て
」
な
ど
、
新
成
人
と
し
て
感

じ
る
こ
と
や
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
入
賞
賞

品
や
参
加
賞
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

字
数　

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚

程
度
ま
で

締
切　

平
成
27
年
10
月
30
日
㈮
必

着応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

平
成
28
年
成
人
式
対

象
者
（
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

で
、
当
日
の
式
典
に
参
加
可
能
な

方
。平

成
28
年
米
子
市
成
人
式

と
き　

平
成
28
年
１
月
３
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
（
原
則
と
し
て
、
平
成

27
年
11
月
１
日
現
在
、
米
子
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
）

※
成
人
式
の
案
内
状
は
、
対
象
の
方

に
12
月
中
旬
ま
で
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。
進
学
ま
た
は
就
職
な
ど
で

市
外
に
転
出
し
た
方
、
以
前
米
子
に

住
ん
で
い
た
が
、
実
家
ご
と
転
出
し

た
方
な
ど
、
住
民
登
録
を
移
さ
れ
た

方
で
、
成
人
式
に
参
加
希
望
す
る
場

合
は
、
11
月
２
日
以
降
に
生
涯
学
習

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
広
報
よ
な
ご
11
月

号
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ

〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
東
町
１
６
１
―
２

米
子
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　
　

成
人
式
実
行
委
員
応
募
宛

　
　

記
念
感
想
文
応
募
宛

☎
23
―
５
４
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
４
１
４

Ｅ
メ
ー
ル
：

shogaku@
city.yonago.lg.jp

成
人
式
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
・

記
念
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

成
人
式
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
・

記
念
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

市有地を売り払います（先着順）
　一般公募により申し込みの先着順にて市有地を売り払います。
■売払物件
＜土地・元安倍車庫用地＞　用途地域：第１種住居地域 ＜土地・元厚生寮（米川分寮）敷地＞　用途地域：準工業地域
区画 所在・地番 地目 地積（㎡） 売払価格 所在・地番 地目 地積（㎡） 売払価格
③ 安倍371番９ 宅地 279.52 7,686,800 円 車尾二丁目836番 宅地 1006.63 13,287,516 円

■申込方法　総務管財課所定の普通財産買受申請書等にて総務管財課（本庁舎３階）にお申し込みください。
■注意事項　米子市税等の滞納がある方には、原則売り払うことができません。「米子市暴力団排除条例」の規定に該当す
る方には、売り払うことができません。
■問合せ　総務管財課財産管理係（☎２３－５３２１）

坪単価
43,636円

完売間近



米子市緑と花の街づくり基金緑化活動支援事業
補助金交付団体が決まりました !!

　緑化活動支援事業の補助金交付を希望する団体を募集したところ、予定の団体数12に対し、２つのコースに併せて７団
体の応募がありました。審査の結果、７団体に補助金を交付することを決定しました。
■ 補助金交付団体（申込順）
○草花緑化活動コース（募集：10団体、応募：６団体）

交付決定団体名 活動予定場所 主な活動内容 活動期間
旗ヶ崎１区自治会 旗ヶ崎１区公民館 公民館前にプランターを置き四季の花を植える H27.6 ～ H28.3.31
シニア余生を楽しむ会 尾高開発緑地 緑地での花壇整備 H27.7.1 ～ H27.10.31
博三を花と緑で飾る会 博労町公園 花壇の整備 H27.6.10 ～ H27.11.10
住吉地区緑化推進の会 住吉公民館 公民館前にプランターを置き夏季の花を植える H27.6.10 ～ H27.11.30
錦海ナチュラルガーデンクラブ 錦海散策の道 植物を植え花壇を作る H27.6.10 ～ H27.11.30
サポート永江 永江公民館・永江ロータリー プランターにより公民館周辺の整備 H27.6.15 ～ H27.11.30
○樹木緑化活動コース（募集：２団体、応募：１団体）
三柳団地四区自治会 三柳団地２号公園 公園内での桜の植樹 H27.7.1 ～ H28.3.31
■問合せ　維持管理課（☎２３－５２４７）

既存住宅の改修による
固定資産税減額制度のお知らせ

　既存住宅の改修に伴う固定資産税の減額措置には、次の
３つの制度があります。
①耐震改修に伴う固定資産税の減額措置
昭和57年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件
を満たした耐震改修が行なわれた場合、改修を行なっ
た家屋の翌年度分の税額を２分の１減額（床面積120
㎡分までを限度）します。平成27年12月31日までに
行なった改修工事が対象です。
②熱損失防止改修に伴う固定資産税の減額措置
平成20年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件
を満たした熱損失防止改修が行なわれた場合、改修を
行なった家屋の翌年度分の税額を３分の１減額（床面
積120㎡分までを限度）します。平成28年３月31日ま
でに行なった改修工事が対象です。
③バリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置
平成19年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件
を満たしたバリアフリー改修が行なわれた場合、改修
を行なった家屋の翌年度分の税額を３分の１減額（床
面積100㎡分までを限度）します。平成28年３月31日
までに行なった改修工事が対象です。
制度をご利用になる場合は、改修工事完了後３か月以内に
手続きする必要があります。くわしくは、固定資産税課家
屋償却資産係（☎２３－５１１６）におたずねください。

不動産公売のお知らせ
　市税の滞納処分により差し押さえた不動産のインターネッ
ト公売を実施します。インターネット公売で入札する際は、
Yahoo! JAPAN ID の取得と参加申込が必要です。
※なお公売対象物件は農地のため、平成27年11月25日まで
に買受適格証明書を米子市に提出することが必要ですが、申
請から証明書の交付までに２か月程度必要です。くわしくは、
米子市農業委員会事務局へお問い合わせください。
■参加申込期間　11月５日～19日
■入 札 期 間　11月27日～12月４日
■公 売 物 件　土地：米子市淀江町西原
　　　　　　　　　　　国道９号沿いの農地（約70坪）
○くわしくは米子市ホームページの公売情報（http://www.
city.yonago.lg.jp/1058.htm）をご確認ください。
※公売は事情により、中止する場合もありますので、ご了承
ください。
■問合せ　収税課債権整理係（☎２３－５２９４）
　　　　　農業委員会事務局（☎２３－５２７６）

南公園墓地行き臨時バスを運行します
　盆（８月）、彼岸（９月・３月）の時期に南公園墓地行きの臨時バスを運行します。交通渋滞の解消にもつながりますので、
積極的にご利用ください。　　　　　　　　《南公園墓地行き臨時バス時刻表》
南公園墓地行き 市内方面　祇園町車庫行き

祇園町車庫 市役所前 髙島屋前 米子駅前 美吉 公園墓地 公園墓地 美吉 米子駅前 髙島屋前 市役所前 祇園町車庫
9:00 9:04 9:05 9:10 9:13 9:17 10:17 10:21 10:24 10:29 10:30 10:34
10:40 10:44 10:45 10:50 10:53 10:57 11:57 12:01 12:04 12:09 12:10 12:14
13:20 13:24 13:25 13:30 13:33 13:37 14:37 14:41 14:44 14:49 14:50 14:54
15:00 15:04 15:05 15:10 15:13 15:17 16:10 16:14 16:17 16:22 16:23 16:27
16:30 16:34 16:35 16:40 16:43 16:47 17:40 17:44 17:47 17:52 17:53 17:57
18:13 18:17 18:18 18:23 18:26 18:30 19:30 19:34 19:37 19:42 19:43 19:47

■運行期間　８月13日～15日、９月22日～23日、平成28年３月19日～20日。○主な停留所のみ記載しています。○運
行は日ノ丸バスです。○斜体は８月のみの運行となります。○交通事情等により遅れることがあります。
■問合せ　建設企画課（☎２３－５５２９）

認知症による行方不明者の早期発見のために
　認知症の方が行方不明になった場合、一刻も早く捜索する
必要があります。家族の方は、ためらわず最寄りの警察へご
相談ください。また、日頃見かけない方がおられたら声をか
け、本人の話し方や行動で異変に気づいたときは、米子警
察署（☎３３－０１１０、または１１０番）や長寿社会課（☎
２３－５１５５）にご連絡ください。



正
し
く
認
識
し
よ
う

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
〜

　

近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
が

拡
大
し
、
女
性
の
就
業
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
に
伴
い
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
と
い
う
言
葉
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

は
、
男
性
も
女
性
も
平
等
に
活

躍
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
「
男
女
の
平
等
」

と
い
う
意
味
に
つ
い
て
、
改
め

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
男
女
の
平
等
と
は
〉

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
お

け
る
「
男
女
の
平
等
」
と
は
何

も
か
も
男
性
と
女
性
を
同
じ
扱

い
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
男
性
と

女
性
と
は
同
質
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し

な
が
ら
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

〈
実
現
に
向
け
て
〉

　

人
は
誰
で
も
、
希
望
と
そ
れ

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
権
利
を

持
っ
て
い
ま
す
。
男
女
の
区
別

な
く
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
社
会
が
、
望
ま
れ
る
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
日
常
で
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な

に
私
た
ち
の
過
ご
す
環
境
を
整

え
て
も
、
私
た
ち
が
誤
っ
た
固

定
観
念
を
持
ち
続
け
、
意
識
を

変
え
な
け
れ
ば
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
は
不
可
能
で

す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
も
、「
男
だ

か
ら
」、「
女
だ
か
ら
」
と
い
っ

て
昔
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
事

柄
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
家
庭

で
の
役
割
や
、
仕
事
の
分
担
な

ど
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
例
に

思
い
当
た
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
改

め
て
見
直
し
て
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
正
し
い
認
識
が
深
ま
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

■
人
権
政
策
課

　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て

　　

　
と
に
か
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
関
心
を
抱
い
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
、
自
分
た
ち
に
出
来
る
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　（☎３４－２４２４）

篠山紀信　《大相撲》

本作は、日本相撲協会が特別編集し出版された『大相撲　近代70年の記録』の巻頭を飾った作品で、今から
ちょうど20年前、相撲協会全会員が両国国技館に一堂に集合し撮影されました。その当時の横綱は土俵に立っ
ている貴乃花と曙、若乃花はまだ大関だったようで、土俵脇にいるのが見てとれます。力士が878人、親方、
行司、呼出、床山、若者頭、世話人、合計1,135人が直立不動でこちらを真っすぐに見つめる様子は、大迫
力の一言です。本作では８×10の大判カメラを３台同時に使用することにより、一人ひとりの表情まではっ
きり写し出されています。現在、米子市美術館で開催中の「篠山紀信展 写真力」では高さ2.4メートル、横5.9
メートルの巨大サイズで展示しています。ぜひこの「写真力」を「体感」してください。
※観覧料などくわしくは19ページ「８月の催し」をご確認ください。

《大相撲》1995年



　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
（
支
給
停
止
中
の
方
を
含
む
。）

は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
、
８
月
分
以
降
（
支
給
は
12

月
）
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
８
月
中
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
８
月
上
旬
ま
で
に

案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月

31
日
㈪
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
児
童
係

（
☎
23
―
５
１
３
５
）

　

し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　

お
盆
前
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
住
ま
い
の
区
域
の
担

当
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
５
９
）

　

ご
存
じ
で
す
か
？
本
人
通
知
制
度

　

米
子
市
で
は
本
人
通
知
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど

を
本
人
か
ら
委
任
を
受
け
た
代
理

人
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
外
の
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
、
交
付
し
た

事
実
を
本
人
に
通
知
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
制
度
で
、
住
民
票
の
写
し

等
の
不
正
取
得
の
防
止
や
、
不
正

取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害

防
止
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

本
人
の
代
理
人
に
交
付
し
た
場

合
の
通
知
に
つ
い
て
は
登
録
が
い

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
の
通
知
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
方　

米
子
市
に
本
籍

ま
た
は
住
民
登
録
の
あ
る
方
（
過

去
に
あ
っ
た
方
を
含
む
。）

登
録
方
法　

ご
本
人
が
本
人
確
認

書
類
を
持
っ
て
、市
民
課
ま
た
は
、

淀
江
支
所
地
域
生
活
課
で
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
人
が

申
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。）
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
23
―
５
１

４
１
）

合
で
は
、
平
成
27
年
度
消
防
吏
員

の
採
用
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数　

消
防
吏
員
・

20
人

応
募
資
格

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
（
15
人
程
度
）

平
成
28
年
３
月
に
高
等
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
方
（
５
人
程
度
）

試
験
日
・
科
目

第
１
次
試
験　

９
月
20
日
㈰
・
教

養
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力
試
験

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
頃
〜
11

月
中
旬
頃
（
第
１
次
試
験
合
格
者

に
別
途
通
知
）・
作
文
試
験
、
面

接
試
験
、
健
康
審
査

採
用
予
定
日　

平
成
28
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜

21
日
㈮

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
、
日
を
除
く
。）

（
郵
送
の
場
合
は
８
月
21
日
㈮
消

印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
及

び
受
験
申
込
書
は
、
本
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。（
消
防
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）http://w

w
w
.tottori-

seibukoiki.jp/syobo/index.
htm
l

申
込
・
問
合
せ　

〒
６
８
３
―

　

鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選

挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
す

　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
毎
年
９
月
１
日
現
在
で
「
鳥

取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人

名
簿
」
を
調
製
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登

録
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

９
月
１
日
㈫
〜
５
日

㈯申
請
書
の
あ
る
所

申
請
書
は
漁
業
協
同
組
合
に
加
入

の
方
は
組
合
で
、
そ
う
で
な
い
方

は
米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方

次
の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の

あ
る
方

・
年
間
90
日
以
上
、
漁
船
を
使
う

漁
業
を
営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は

そ
の
漁
業
の
従
事
者

・
平
成
７
年
12
月
６
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？　

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス　

☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

０
８
５
３　

米
子
市
両
三
柳

５
４
５
２
番
地　

鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
総
務
課

（
☎
35
―
１
９
５
１
）

職
場
説
明
会

と
き　

８
月
７
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
両
三
柳

５
４
５
２
番
地　

鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合　

消
防
局

内
容　

若
手
職
員
に
よ
る
消
防
業

務
の
話
、
訓
練
見
学　

等

（
申
込
み
は
、電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
ま
す
。）

Ｅ
メ
ー
ル
：syobo@

tottori-
seibukoiki.jp

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

○
自
衛
官
募
集

募
集
種
目
・
試
験
日
（
１
次
試
験
）

▼
自
衛
官
候
補
生

　

男
子　

９
月
19
日
㈯

　

女
子　

９
月
26
日
㈯

▼
一
般
曹
候
補
生

　

９
月
19
日
㈯

▼
航
空
学
生

　

９
月
23
日
㈬
・
㈷

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
、
９
月

８
日
㈫
ま
で

▼
防
衛
大
学
校
学
生

　

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰



▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

　

10
月
17
日
㈯

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
、
９
月

５
日
㈯
〜
30
日
㈬
ま
で

○
自
衛
官
募
集
説
明
会

　

平
成
27
年
度
、
陸
・
海
・
空
自

衛
官
の
各
種
あ
る
コ
ー
ス
等
の
受

験
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

と
き　

８
月
２
日
㈰
・
22
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
５
階
・
第
５
会
議
室

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

　

タ
イ
語
教
室
受
講
生
募
集

　

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
タ
イ
語
教

室
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

８
月
27
日
㈭
〜
11
月
12
日

㈭
（
毎
週
木
曜
日
、
全
12
回
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
米
子
産
業
体
育
館
裏
）

定
員　

16
人

講
師　

タ
ー
シ
ー
洋
子
さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

８
月
21
日
㈮　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
―

５
１
５
４
）

※
年
末
年
始
、
祝
日
お
よ
び
水
曜

日
は
休
館
日
で
す
。

そ
の
他　

こ
の
講
座
は
勤
労
青
少

年
が
対
象
で
す
が
、
空
き
が
あ
る

場
合
、
一
般
希
望
者
の
方
も
申
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。
準
備
い
た
だ

く
用
品
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
時

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
52
回
）

と
き　

８
月
27
日
㈭　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
注
意
し
た
い
こ
ど
も

の
感
染
症
」

講
師　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

せ
ぐ
ち
小
児
科　

院
長　

瀬せ
ぐ
ち口

正ま
さ
し史

さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

９
月
19
日
㈯　

午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

メ
イ
ン
テ
ー
マ　

胃
が
ん
は
治
る

●
講
演

▼
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
：
消
化
器

内
科
医
長　

香こ
う
だ田

正ま
さ
は
る晴

さ
ん

▼
経
鼻
内
視
鏡
に
よ
る
胃
癌
検
診
：

消
化
器
内
科　

松ま
つ
お
か岡

宏ひ
ろ
し至

さ
ん

▼
胃
が
ん
の
外
科
治
療
：
外
科
医

長　

山や
ま
も
と本　

修お
さ
む

さ
ん

▼
抗
が
ん
剤
治
療
の
効
果
：
外
科

医
師　

谷た
に
ぐ
ち口

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん

●
質
疑
応
答　

事
前
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
質
問
に
講
演
者
が
返
答

し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

主
催　
（
独
）
国
立
病
院
機
構　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
地

域
医
療
連
携
室
（
☎
37
―
３
９
３

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―
３
９
３
１
）

　

鳥
取
県
立
博
物
館
出
張
講
座

　

今
年
は
終
戦
か
ら
70
年
。
戦
争

当
時
の
体
験
者
は
高
齢
化
し
、
そ

の
記
憶
も
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
戦
争
の
惨
禍
を
忘
れ
な
い
た

め
に
も
、
近
年
公
開
さ
れ
た
米
軍

の
空
襲
記
録
や
、
地
元
に
伝
わ
る

資
料
を
元
に
当
時
の
状
況
を
振
り

返
り
ま
す
。

と
き　

８
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

就
将
公
民
館
２
階
集
会
室

テ
ー
マ　
「
太
平
洋
戦
争　

米
軍

機
の
米
子
空
襲
と
市
民
生
活
」

講
師　

岩
佐
武
彦
さ
ん
（
新
鳥
取

県
史
調
査
委
員
、
伯
耆
文
化
研
究

会
理
事
）

問
合
せ　

鳥
取
県
立
博
物
館
（
☎

０
８
５
７
―
26
―
８
０
４
２
）（
担

当
：
福
代
）

　

高
年
齢
者
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ

コ
ン
技
能
講
習
会

　
（
公
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、
高
年
齢

者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
技
能
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

講
習
期
間　

９
月
７
日
㈪
〜
17
日

㈭
の
う
ち
９
日
間（
土
・
日
は
休
講
）

講
習
場
所　
（
株
）
ス
ペ
ッ
ク

申
込
締
切　

８
月
24
日
㈪

定
員　

20
人

対
象　

55
歳
以
上
で
、
就
職
・
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

で
、
全
日
程
受
講
可
能
な
方

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
交
通

費
は
自
己
負
担
）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
）

問
合
せ　
（
公
）鳥
取
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎
37
―

２
５
３
１
）

　

県
民
総
合
福
祉
大
会
の
開
催

　

鳥
取
県
や
鳥
取
県
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
福
祉
団
体
が
本
県
の
社

会
福
祉
の
発
展
に
大
き
く
功
績
の

あ
っ
た
方
を
表
彰
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
２
日
㈬

開
会
式
・
表
彰
式
：
午
前
10
時

30
分
〜

講
演
：
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

※
入
場
無
料

テ
ー
マ　
「
出
会
い
の
人
生
か
ら

学
ん
だ
こ
と
」

講
師　

弁
護
士　

菊き
く
ち地
幸ゆ

き
お夫
さ
ん

申
込
締
切　

８
月
19
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

県
民
総
合
福
祉

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
鳥

取
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）（
☎

０
８
５
７
―
59
―
６
３
４
４
）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

男
あ
り
女
あ
り
み
ん
な
参
画　

平
等
に　
　
　

一
般
応
募
作
品

発
熱
、
発
疹
、
せ
き
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
、

こ
ど
も
は
様
々
な
形
の
症
状
で
感
染
症

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
代
表
的
な
こ
ど

も
の
感
染
症
を
取
り
上
げ
、
診
断
の
ポ

イ
ン
ト
や
対
処
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

繋
が
っ
て
益
々
絆
強
く
な
る
、
男
女
共
同
参
画
で　
　
　

一
般
応
募
作
品

非核平和都市宣言
　真の恒久平和は、私たち人類共通の願いです。
　しかし、世界各地で今なお紛争が絶えず、依然として軍備の
拡大が続けられ、世界平和に深刻な脅威をもたらしていること
に、世界中の人々が等しく憂えています。
　我が国は、世界で唯一の核被爆国として、再びあの広島、長
崎の惨禍を繰り返してはなりません。また、日本国憲法の恒久
平和主義の理念を市民生活の中に生かし、継承しなければなり
ません。
　したがって、米子市は、核兵器を持たず、つくらず、持ち込
ませずという非核三原則の完全実施と、すべての核兵器の廃絶
を全世界に向かって訴えるとともに、ここに「非核平和都市」
を宣言します。（平成18年３月28日議決）

悲惨な核戦争と核兵器の廃絶を
　米子市は、悲惨な核戦争に人々が巻き込まれないようにとの
願いを込め、平成18年３月の市議会議決により核兵器の廃絶を強
く訴える「非核平和都市」を宣言しました。
　広島、長崎の悲劇を絶対に繰り返さぬよう、全世界に向けて
核戦争、核兵器の廃絶を訴えましょう。

平和への祈り　黙とうを
　広島、長崎両市の原爆死没者および戦没者の霊を慰め、恒久
平和を願うため、それぞれの家庭や職場で、黙とうを捧げましょ
う。
■黙とうの時間
広 島 市　６日（木）午前８時15分から１分間
長 崎 市　９日（日）午前11時２分から１分間
終戦記念日　15日（土）正午から１分間
■原爆パネル展　３日（月）～14日（金）市役所１階　市民コーナー
※原爆パネルの貸出しをします。くわしくは、総務管財課（☎
２３－５３３１）まで。

鳥取県高齢者健康づくり推進大会
～健康的に生活を送るための知識や教養を深めましょう！～
■と き　８月30日（日）午後２時～３時30分（開場：午後１時）
■ところ　倉吉未来中心 大ホール
■内 容　講演①「大助・花子のいきいきライフ」
　　　　　講師：宮川大助・花子（漫才師）
　　　　　講演②「騙されないで！振り込め詐欺」
　　　　　講師：鳥取県警察本部、宮川大助・花子
※手話通訳あり、入場無料（申込不要）
■問合せ　鳥取県後期高齢者医療広域連合

（☎０８５８－３２－１０９７）

30リットル指定ごみ袋でごみ減量！
　一昨年10月から、今までの40リットル、20リットル、10リッ
トルに加え、新たに30リットル（460円／10枚）の指定ごみ袋（可
燃ごみ専用）が販売されています。すでにご利用いただいた方か
らは使ってよかったという声が寄せられています！ お財布にや
さしいだけでなく、ごみの減量にもつながります。ぜひお試し
ください！
☆週２回40リットル袋で可燃ごみを出している場合、週１回30
リットル袋に換えるだけで…年間約800円お得！
※スーパーやホームセンターなどの「米子市指定ごみ袋・収集
シール取扱店」で購入できます。
■問合せ　環境政策課（☎２３－５２５９）

米子市職員募集のお知らせ
　平成27年度の米子市職員【後期】採用試験および米子市
職員採用試験（民間企業等経験者）の情報（試験日、募集
人数など）については、米子市ホームページでお伝えして
いますのでご確認ください。
■問合せ　職員課（☎２３－５３４２）

平成27年度　第３回しゃべって未来や
海外で活躍する起業家夫婦から学ぶ　第２弾

「Let’s　Enjoy　子育て」
～ママもハッピー！何でもこなすマルチパパ～

　女性の社会進出が進んでいる今、日本では、まだまだ男性の
家庭進出が大幅に遅れています。欧米のワーク・ライフ・バラ
ンスから見えてくる父親像とは…
　現在、アメリカ在住。夫婦でセレクトショップを運営、妻の
仕事の関係上自然体で主夫業をこなしているロサンゼルスダ
ディの杉田貴彦さんに、子育てや家事の楽しみ方についてお話
いただきます。これからのグローバル社会の中で、子どもが生
き抜く力を身につけるためにも欧米流子育てを参考にしてみま
せんか！
　お父さん！未来を見据えて今できることに全力投球！！
■と き　８月22日（土）午後２時～４時
■ところ　米子市男女共同参画センター　かぷりあ 
　　　　　（イオン米子駅前店４階）
■講 師　杉田貴彦さん　（COLTEO Corporation 代表）
■参加者　30人程度（要申込、参加費無料）
　※託児あり　先着５人（１歳以上未就学児）
■申込・問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、ＦＡＸ
３７－３１８４、Ｅメール：danjyo@city.yonago.lg.jp）

米子市環境審議会の委員を募集します米子市環境審議会の委員を募集します
　米子市の環境の保全および創造（創り出すこと）に関して基
本的な事項を調査・審議していただくため、次のとおり委員を
募集します。
■公募人数・応募資格　４人・平成27年４月２日現在、満20歳
以上で、市内に在住または通勤・通学している方。米子市職員
を除く。
■会 議　２時間程度の会議を年１～３回程度開催予定
■任 期　平成27年10月～平成29年10月（予定）
■応募方法　「みんなが環境を考えるまちづくり」についての考
えを 800 字程度にまとめ、所定の応募申込書を同封のうえ、次
の応募先に送付してください。※応募申込書は環境政策課にあ
ります。
■応募締切　８月31日（月）必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類選考します。
■応募・問合せ　環境政策課　〒６８３－８６８６　米子市中
町20番地　米子市環境政策課（☎２３－５２５６、ＦＡＸ２３－
５２５８、Ｅメール： kankyoseisaku@city.yonago.lg.jp）

「市民後見人」として
社会貢献をしてみませんか！

　認知症の方や精神・知的障がいなどで判断能力が十分でない
方のために、後見人がご本人に代わって預貯金などの財産管理
や介護施設の利用契約、費用の支払いなどの支援を行なう制度
として「成年後見制度」があります。この制度における新たな
担い手として、地域での生活を身近な市民の皆さんが支える「市
民後見人」の役割が期待されています。
　米子市では、平成24年度から市民後見人の養成を行なってお
り、現在３人の方が権利擁護法人の「市民後見人社員」として
活動しています。
　今年度も、10月から市民後見人の養成講座を計画しています。
　誰もが地域で安心して暮らすことのできる地域福祉・社会貢
献活動のひとつとして、市民後見人活動に取り組んでみません
か。
　講座の内容、応募方法などが決まりましたら、９月以降の広
報よなご・米子市ホームページ・各地区公民館や市役所に設置
する案内チラシなどでくわしくお知らせします。
■問合せ　長寿社会課（☎２３－５１５５）



第49回米子盆踊り大会
　県指定無形民俗文化財「米子盆踊り」を大会で盛り上げま
す。伝統ある民俗芸能を踊ってみませんか。
■と き　８月14日（金）午後７時30分～９時30分頃
■ところ　米子市公会堂広場
※雨天の場合は、15日に順延します。
■問合せ　文化課（☎２３－５４３７）

米子市立図書館ビジネス支援（要事前申込）
●起業・経営なんでも相談会
とき・ところ　２日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

●起業・事業融資相談会
とき・ところ　２日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１）
●よなご若者サポートステーション出張相談
とき・ところ　18日（火）午後１時～５時・２階研修室
予約先　よなご若者サポートステーション（☎２１－８７６６）
●ビジネス情報相談会
とき・ところ　21日（金）午後１時～３時・２階研修室
予約先　鳥取県立図書館（☎０８５７－２６－８１５５）

●特許無料相談
とき・ところ　25日（火）午後１時～４時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

平成27年度（第51回）

　生涯学習講座「米子人生大学」を、開講中です。
　受講生を随時募集しています。くわしくは市役所や公民館など
のチラシまたは米子市ホームページでご確認ください。
■期 日　６月１日（月）～ 11月16日（月）　年間11回
　　　　　午後２時～３時30分（開場：午後１時15分）
■会 場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座開催日当日の会場で随時受け付けます。
■受講料　年間1,000円（受講回数にかかわらず年間一律です。）
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。公
開講座のみの受講であれば無料です。
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
★８月の講座
とき 内 容
８月３日
（月）

【公開講座】

新米子市誕生10周年記念講演
「弥生人からの伝言」
関西外国語大学英語国際学部　教授　佐

さ

古
こ

和
かず

枝
え

さん

８月17日
（月）

「結婚指輪のかわりに世界一周のリングをプレゼン
トした夫婦のお話」
日野町在住　田

た な か

中正
まさゆき

之・愛
あ い こ

子　ご夫妻
※新米子市誕生10周年記念講演会について
８月３日の公開講座は「新米子市誕生10周年記念講演会」とし
て次の日程で図書館で開催される講演との連続講座となってい
ます。いずれも受講料無料でどなたでも参加していただけます
ので、お誘い合わせのうえお越しください。
とき テーマ ところ

９月19日
（土）

「妻木晩田遺跡の価値と魅力」
関西外国語大学英語国際学部

　教授　佐
さ

古
こ

和
かず

枝
え

さん

米子市立図書館
２階研修室

お盆に湊山公園で
うら盆精霊送りと灯ろう流し

■と き　８月16日（日）午後５時～９時
■ところ　湊山公園

▼当日は供物を承りますが、塔婆・仏具・提灯
や缶・ビンなどの持ち出しはご遠慮ください。
■問合せ　米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

更新手続きはお済みですか
　平成27年度特別医療費受給資格証の更新を行なっていま
す。更新手続きをされていない方は、市役所本庁舎１階保険
年金課６番窓口、または淀江支所地域生活課までお越しくだ
さい。
■ひとり親家庭の方（青色の特別医療費受給資格証の「ひと
り親家庭」の欄に○のある方）
※ご持参いただくもの（コピーは不可）
○健康保険証（特別医療受給者全員分）、○特別医療費受給
資格証（受給者全員分）、○児童扶養手当証書、または遺族
年金、障害年金などの各種年金証書、○印章（朱肉を使用す
るもの）、○平成27年１月１日に米子市に住民登録がない方
については、平成27年度所得課税証明書
　なお、被保険者（国民健康保険の場合は、世帯主）の印章
をご持参ください。
■身体障がい者・知的障がい者の方（黄色の特別医療費受給
資格証の方）
※ご持参いただくもの（コピーは不可）
○健康保険証、○特別医療費受給資格証（黄色）、○身体障
害者手帳または療育手帳、○平成27年１月１日に米子市に住
民登録がない方については、平成27年度所得課税証明書
■重度心身障がい者の方（青色の特別医療費受給資格証「重
度心身等」の方）
８月からお使いいただく特別医療費受給資格証を郵送しまし
た。まだ届いていない方は、お問い合わせください。
※代理の方がお越しになる場合は、運転免許証、健康保険証、
住民基本台帳カード等本人確認ができるものと、受給者の方
の健康保険証をご持参ください。
※土、日、祝日は、閉庁日のため、更新の手続きはできません。
■問合せ　保険年金課特別医療係（☎２３－５１２３、５１２７）

認知症サポーター養成出前講座
○認知症とは…誰もがかかる可能性のある病気です。脳や身体
の病気が原因で記憶・判断力などの障がいがおこり、通常の社
会生活が困難になる状況が認知症です。
○認知症サポーターとは…「認知症サポーター養成講座」を受
けた方で、認知症について正しく理解し、認知症になった方や
その家族を温かく見守る応援者のことです。
　地域に住むみんなが認知症サポーターになって、認知症に
なった方やその家族が安心して暮らせるまちづくりのために、
自治会や会社の集まり・サークル等で温かい見守りの輪を広げ
ていきましょう。
　希望者が５人以上集まれば、講師を派遣します。皆さん、「認
知症サポーター養成出前講座」を受講してみませんか。どうぞ
お気軽にご連絡ください。※講師料および受講料は無料です。
■申込・問合せ　長寿社会課（☎２３－５１５５）
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米子駅前地下駐車場をご利用ください！
　これからの季節、お出かけのご予定も多いと思います。駅
周辺やＪＲ、高速バスなどでお出かけの際は、ぜひ駅前地下
駐車場をご利用ください。
例えばこんなとき…
里帰りのお子さん、お孫さんのお迎えに！（30分以内は無料）
／ＪＲ境線「鬼太郎列車」を米子駅（ねずみ男駅）から利用！
／夏休みは電車で旅行に！／がいな祭の万灯や花火大会の観
覧に！
■問合せ　建設企画課（☎２３－５５２９）
　　　　　地下駐車場管理事務所（☎３１－２０２２）



■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。 ▼ 10
日（月）、９月10日（木）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相
談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）※鳥取地方法務局米子
支局（☎２２－６１６１）では、毎日人権相談に応じています。
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員が相談
に応じます。予約不要。 ▼４日（火）、21日（金）、９月７日（月）
／市役所本庁舎４階402会議室。いずれも午後１時～４時／問
市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・法律相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士などが無
料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 18日（火）午後１
時30分～４時／米子コンベンションセンター／毎月開催／問
鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－２６４８）・米子市消費生
活相談室（☎３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日午前８時
30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁舎１階）／問米
子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費者金融
などについて、弁護士が相談に応じます。１件30分5,000円。
※ただし、多重債務（クレジット、消費者金融）の相談は無料。
要予約（受付：平日午前９時～午後５時） ▼毎週火曜日の午後
３時～７時／米子天満屋４階／問鳥取県弁護士会米子支部（☎
２３－５７１０）

■高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の方の相続、財産管理、介護などの問題について、幅
広く弁護士等が相談に応じます。 ▼毎週月・木曜の午後１時
30分～４時。☎０１２０－６５－３９４８（通話料無料）／問高
齢者支援センターとっとり（鳥取県弁護士会内） （☎０８５７－
２２－３９１２）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、相談
員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。 ▼毎週月・水・
金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。ただし、月・水曜
日が祝日・休日の場合はその翌日）の午前10時～午後３時／ふ
れあいの里１階（☎２２－７８３０）
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費用2,000
円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始は除く。月曜日
が祝日・休日の場合はその翌日）午後１時～３時／ふれあい
の里１階／毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時に、電話
（☎２２－７８３０）で予約／問米子市社会福祉協議会（☎２３－
５４９０）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビザ）・
帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼

８日（土）・９月12日（土）午前10時～午後２時／イオン米子駅
前店４階　男女共同参画センター会議室／問鳥取県行政書士会
事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

加 茂
住 宅 両三柳

11R2 505 高層耐火６ 階 建 2LDK
21,500円
～42,200円 H11

11R2 605 高層耐火６ 階 建 2LDK
21,500円
～42,200円 H11

五千石
住 宅 福 市 23R1 106 中層耐火

３ 階 建 1LDK
19,100円
～37,600円 H23（単身高齢者等向）

■入居者の資格
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方などを含む。）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定め
る収入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明らか
な方／米子市税などの滞納がない方／暴力団員でないこと
■単身高齢者等優先入居
　単身で、60歳以上の方、心身に障がいのある方が対象と
なります。
■申込受付期間　３日（月）～７日（金）
■申込受付時間　午前８時30分～午後５時15分
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる
場合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認
ください。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課に
あります。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提
出は必要ありません。
■入居選考方法　11日（火）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　９月１日（火）
※次回の市営住宅入居者募集は９月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

環境事業課からのお知らせ
●ささ竹や供え物は指定の場所に
　七夕祭りのささ竹や精霊送りの供え物は、絶対に川などに捨
てないで、各地区指定の場所に持ち出してください。
◆七夕のささ竹
・宇

う

気
け

河
かわぐち

口神社（内町）は、８月７日（金）中に
・各地区指定の場所は、８月８日（土）の午前８時30分までに
◆精霊送りの供え物
・湊山公園は、８月16日（日）の午後５時から９時までに
・口陰田川端、西大谷橋先、上後藤庵寺跡、長砂町（旧清掃課前）
は、８月16日（日）の夜に
・その他の各地区指定場所は、８月16日（日）の午前８時30分までに
・淀江地区は別途回覧文書でお知らせします
※精霊送りの供え物で、持ち出しできないもの
不燃物・資源物（缶・ビンなど）・通常の家庭ごみおよび塔婆等・
仏具、提灯などは、持ち出さないでください。
■問合せ　環境事業課（☎２３－５３００）

ミニ手話講座（鳥取県主催）受講者募集
　手話に興味がある方を対象に３回連続ミニ手話講座を開催します。
■と き　９月25日（金）、10月２日（金）、10月９日（金）午後１
時30分～３時30分
■ところ　米子コンベンションセンター
■申込締切　９月18日（金）
■申込・問合せ　鳥取県中部聴覚障がい者センター
　　　　　　　　（☎０８５８ー２７－２３５５）

広報よなご７月号の記事の一部に変更がありました
　「広報よなご７月号」５ページに掲載の、「公の施設の指定管理
者を募集します」の記事のうち、弓浜コミュニティー広場につ
いて指定の期間が変更になりました。
■変更前の指定期間　平成28年４月１日から３年間　
■変更後の指定期間　平成27年11月１日から３年５か月間
※それ以外の事項については変更ありません。
■問合せ　地域政策課（☎２３－５２７１）
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■申込・問合せ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

８月24日
（月）
福生東

虎亀電工駐車場 午前８時50分～９時10分
福生体育館 午前９時30分～10時
福生３区公民館 午前10時20分～10時30分
福生東公民館 午前10時50分～11時20分
かんぽの宿皆生 午前11時40分～正午

車尾
タカサキ美容室駐車場 午後１時40分～２時
観音寺新町ほたる公園米川側 午後２時30分～２時50分
車尾公民館 午後３時20分～３時50分

８月25日
（火）
和田

森脇衣料品店 午前９時10分～９時30分
旧ユニサン和田店 午前９時50分～10時10分
下和田・吉田被服工業 午前10時30分～10時40分
和田公民館 午前11時～11時10分
和田10区雇用促進住宅 午前11時30分～11時40分

車尾 新田病院玄関横駐車場 午後１時40分～２時
マルイ車尾店９号線入口付近駐車場 午後２時20分～２時40分

８月30日
（日）
市内全体

ふれあいの里 午前９時30分～正午

９月４日
（金）
五千石
・
永江

インテリア館セレス前 午前９時20分～９時50分
安養寺 午前10時10分～10時30分
市住五千石住宅集会所 午前10時50分～11時
笹間建材店前駐車場 午前11時20分～11時40分
諏訪・五千石郵便局隣駐車場 午後１時10分～１時20分
五千石公民館 午後１時40分～２時
永江公民館 午後２時30分～３時20分

９月８日
（火）
彦名

彦名14区集会所 午前９時10分～９時30分
流田公民館 午前９時50分～10時10分
彦名公民館 午前10時30分～10時50分
彦名７区公民館前空き地 午前11時10分～11時20分
大下集荷所 午前11時50分～正午
彦名１区旧公民館 午後１時30分～１時40分
彦名２区公民館 午後２時～２時20分

９月10日
（木）
崎津

６区集会所（葭津地区児童厚生体育施設） 午前９時10分～９時30分
橋本青果 午前９時50分～10時
崎津公民館 午前10時30分～10時50分
鳥取西部農協　崎津支所 午前11時10分～11時20分
大崎２区集会所（崎津２区集会所） 午後１時～１時10分
上大崎停留所西隣 午後１時30分～１時50分
Kショップきのした駐車場 午後２時20分～２時50分

９月14日
（月）
河崎

河崎団地集会所 午前８時50分～９時20分
（旧）松本鍼灸整骨院隣 午前９時50分～10時10分
河崎四軒屋バス停横空地 午前10時40分～11時
芝谷・磯村一義氏宅前 午前11時30分～11時50分
伯母山会館 午後１時20分～１時40分
河崎公民館 午後２時10分～２時40分

市内全体 ふれあいの里 午後３時20分～４時
■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…40歳以上の方　 ▼「たん」の
検査…50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が600以上の方（元
喫煙者含む。）　■自己負担金　市民税課税世帯の方…300円（た
んの検査は900円追加）、70歳以上の方・市民税非課税世帯の方
…100円（たんの検査は300円追加）、生活保護世帯の方…いずれ
も無料　■受診券　受診される際には、健診受診券の中にある「結
核・肺がん検診受診券」（レントゲン車用）を必ずお持ちください。
くわしくは地区回覧でご確認ください。

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター　
（ふれあいの里）３階

■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手
帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」
の冊子を読んできてください。体温は接種会場で測りま
す。

対 象 児 接 種 日
H27年２月16日～H27年２月28日生 ８月12日（水）
H27年３月１日～H27年３月15日生 ８月20日（木）
H27年３月16日～H27年３月31日生 ９月10日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受けていな
い方も受けてください。（平成25年４月から、対象年齢が12か
月未満に変更となりました。）

日本脳炎ワクチンについてのお知らせ
○平成21年６月から、乾燥細胞培養ワクチンに切り替わり、
平成22年４月から積極的勧奨を再開しています。
■対象年齢　１期：生後６か月～７歳６か月未満
　　　　　　　　　（標準的には３歳から４歳）
　　　　　　２期：９歳～13歳未満
■標準的な接種期間

▼１期初回接種（２回）：６日以上の間隔で２回
　（標準的には、６日～28日までの間隔をおいて）

▼１期追加接種（１回）：１期初回接種終了後、６か月以上の
間隔で１回（標準的には、おおむね１年を経過した時期に）

▼２期（１回）：９歳～13歳未満
◎積極的勧奨差し控えにより十分な積極勧奨の期間が確保
されなかった平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの
方は、20歳未満までの間、特例的に定期接種を受けること
ができるようになりました。
◎予診票は医療機関にあります。
日本脳炎２期、二種混合（DT）予防接種の予診票は個人送
付していません。予診票は健康対策課、医療機関にあります。
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乳がん集団検診のお知らせ
◆乳がん検診日程

◆対象者　40歳以上の女性（平成26年度に受診された方は除
きます。ただし、米子市が発行した平成27年度乳がん検診無
料クーポン券をお持ちの方は平成27年度も受診できます。）
◆自己負担金　受診券に記載してある金額
◆受付時間　午後１時～３時
◆注意事項　必ず事前申込みが必要です。（定員各30人）
※受診希望の方は、お手もとに受診券または無料クーポン券
をご用意のうえ、健康対策課（☎２３－５４５２・５４５８）へ
お電話ください。

月 日 会 場 備 考
８月24日（月）

ふれあいの里
予約が必要です。

８月26日（水）
８月30日（日）
９月３日（木）
９月７日（月） 淀江公民館
９月11日（金） 米子市淀江支所

ふしめ歯科検診（歯周疾患検診）を受けてみませんか
申込み受付中

■対 象　今年度中に40歳、50歳、60歳、70歳になる方
40歳（S50.4.1～S51.3.31）、50歳（S40.4.1～S41.3.31）
60歳（S30.4.1～S31.3.31）、70歳（S20.4.1～S21.3.31）
■検診場所　希望歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）
■検診内容　問診、歯周組織検査
■自己負担金　
40・50・60歳の市民税課税世帯の方…500円、70歳・市民
税非課税世帯の方…200円、生活保護世帯の方…無料
■実施期間　７月１日～12月末まで
■申込・問合せ　健康対策課（☎２３－５４５２）

　「最近好き嫌いが多くて ･･･」「食べる量や栄養バランスって
これで大丈夫？」「遊び食べが多くなって ･･･」など赤ちゃんの
頃とは違い、好みや主張もはっきりしてきて、食事でお困りの
方も多いのでは？
　また、「早寝早起き」って大切なのはわかっているけど、早
く寝かしつけるのって意外と難しい ･･･。など、子育て中はい
ろいろと悩みもつきませんよね。情報交換しながら、子育てに
役立つヒントを見つけてみませんか？
■とき・内容
１回目【８月31日（月）】 ２回目【10月１日（木）】

時間：午前９時30分～11時30分

▼ミニ講話
　幼児食のお話
　紙芝居「早寝　早起き」

▼親子あそび

▼いろいろ話そう

▼親子で一緒に、楽しく！
　とっても簡単おやつ作り

▼いろいろ話そう

■対 象　２歳以上の未就園のお子さん
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）３階
■定 員　15組（２日間とも参加できる方）
※申込みが必要です。１週間前までに健康対策課へお申し込み
ください。（☎２３－５４５３・５４５４）

「おとなの健康診査」
実施医療機関の訂正のお知らせ

　６月下旬に郵送した「健診受診券」に掲載してある医療
機関について訂正がありましたので、お知らせします。
■訂正事項
　やまがた整形外科医院は「特定健康診査」実施医療機関
ではありません。

被用者保険（協会けんぽや企業の健康保険、
船員保険、共済組合など）の方へのお知らせ
◆被用者保険の方は、米子市が実施する「特定健康診査」は受
けることができません。それぞれの保険者から受診券が交付さ
れますので、くわしくは各保険者にお問い合わせください。
◆がん検診は、職場で受診する機会がなく、米子市のがん検診
の対象に該当する方に受診していただけます。

ウイルス性肝炎患者等の重症化予防のための費用助成
　鳥取県ではウイルス性肝炎患者等の重症化予防を図るた
め、次の費用を助成しています
●Ｂ型およびＣ型肝炎ウイルス検査陽性者に対する初回精
密検査受診費用
■対象者　次の事項をすべて満たす方
○鳥取県内に在住の方、○平成25年４月１日以降に鳥取県
または鳥取県内の市町村健康増進事業において実施するＢ
型、Ｃ型肝炎ウイルス検査において陽性と判定された方
●肝炎ウイルスの感染を原因とする慢性肝炎、肝硬変およ
び肝がん患者に対する定期検査受診費用
■対象者　次の事項をすべて満たす方
○鳥取県内に在住の方、○肝炎ウイルスの感染を原因と
する慢性肝炎、肝硬変及び肝がん患者（治療後の経過観
察者を含む。）、○住民税非課税世帯に属する方、○フォ
ローアップに同意した方、○肝炎治療特別促進事業の受
給者証の交付を受けていない方
■助成期間
（１）精密検査受診期間：平成26年４月１日（定期検査は
平成27年４月１日）～平成28年３月31日
（２）申請書受付期間：平成27年４月１日（定期検査は平
成27年６月18日）～平成28年４月10日
■助成回数
（１）精密検査受診費用　１回
（２）定期検査受診費用　２回（※初回精密検査を含む。）
■申請・問合せ　西部総合事務所福祉保健局（米子保健所）
（☎３１－９３１７）
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七夕のゆうべ
１日（土）午後７時30分～９時、対
象：幼児～大人。参加料：１家族
200円、先着100人。プラネタリ
ウム鑑賞、屋外での観測会などを
行ないます。電話受付中。
親子おもしろワクワク科学教室
（主催：科学実験教室実行委員会）
２日（日）午後２時～４時、対
象：小中学生と保護者、100
人、親子１組1,000円（１組
３人まで）。電話受付中。
プラネタリウム「夏の星座解説」
平日…午後２・３時、夏休み中（24
日まで）の平日…午前11時・午
後２・３時、土・日・祝日…午前
11時・午後１・２・３・４時の投影。
幼児・70歳以上の方無料、小中
高校生50円（土・日・祝日は無料）、
大人310円。※３日（月）午前11
時の回は保守点検のため休止。
学習プラネタリウム「夏の星
座をさがそう」
毎週土曜日（29日を除く。）、
午後１時～１時40分、小中高
校生無料、大人310円。
天体観望会「太陽の黒点を見よう」
23日（日）午後１時30分～２
時30分、雨天中止、対象：
幼児～大人、自由参加、無料。
第54回日本ＳＦ大会プラネ
タリウム特別投影（協力：株
式会社五藤光学研究所）
29日（土）、30日（日）①「Ｈ

ＡＹＡＢＵＳＡ２」午前11時・
午後２時・４時。②「未来はボ
クらがつくるんだ！」午後１時・
３時。幼児・小中高校生・70
歳以上の方無料、大人310円。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
夏のおはなし会（主催：ストー
リーテリング勉強会）
５日（水）午後１時30分～２時
30分。対象：お話が聞ける人
（４歳～大人）。自由参加、無料。
紙芝居のじかん
15日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
夜のじどぶんこわ～いおはなし会
21日（金）午後７時30分～８
時30分、対象：小学生から（保
護者同伴）、100人、無料。持
ち物：懐中電灯。電話受付中。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
22日（土）午後２時15分～２
時45分。対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
19日（水）午前10時～正午。
参加自由、無料。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
と９日、16日。
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込み（１週間前まで）。
※夏休み中の催し物のくわしい

内容は、センター催しもの案内
７・８月合併号、児童文化センター
ホームページをご確認ください。

新米子市誕生10周年記念 
特別共催展
篠山紀信展　写真力　
THE PEOPLE by KISHIN
会期：開催中～８月23日（日）
まで［会期中無休］。観覧料：
一般：1000円、高校・大学生：
600円、小・中学生：300円。
※各種割引あり。
※８月８日（土）は市役所有料
駐車場閉鎖のため公共交通機
関等をご利用ください。
■開館時間　午前10時～午
後６時。※会期中、毎週金
曜日は午後８時まで開館（最
終入館は閉館30分前まで）。
■今月の休館日　26日

企画展「戦後70年　戦争の
記憶～次世代に語り継ぐ～」
戦後70年の本年、館蔵品の中
から主に銃後の生活資料や当
時の写真を中心に展示し、改
めて戦争の悲惨さや残酷さな
どを伝えます。これを機会に、
平和について考えてみません
か？　会期：開催中～８月30
日（日）まで。会場：山陰歴史
館第１・２展示室。観覧料：無料。
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで。）
■今月の休館日　毎週火曜日

常設展開催中
市内で発掘された主な出土品
を紹介しています。

■観覧料　無料
■開館時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日

第１回考古学教室
「土器を触って学ぶ」
土器について学び、土器の実
測図作りを通して、土器が持
つ情報を観察します。23日
（日）午後１時30分～３時30分、
米子市埋蔵文化財センター研
修室、定員30人、資料代100
円。参加申込は、☎・ＦＡＸ
受付２６－０４５５まで。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週土、日曜日

つつじ読書会
１日（土）午後２時、２階研修室。
『哲学散歩』（前半）木

き

田
だ

元
げん

：
著　文藝春秋※次回9/5（土）
こどものための論語教室
２日（日）午前10時30分～11時
30分、２階研修室。『こども論
語塾』安岡定子：著。対象：小
学生（親子可）※次回 9/6（日）
楽しく漢文に学ぶ会
２日（日）午後１時30分、２階研
修室。『論語新釈』宇

う

野
の

哲
てつ

人
と

：著（講
談社学術文庫）。※次回9/6（日）
おはなし会（１階おはなしのへや）
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜日：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分。
★11日（火）（毎月第２火曜日：
図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
★ストーリーテリング（語り）
の会（対象：４・５歳から大人まで）
８日（土）午前11時～11時30
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分（協力：米子おはなしかご）
古文書研究会
22日（土） 午後１時30分、２
階研修室。古文書入門「多

た

比
び

能
の

実
み

知
ち

久
く

佐
さ

」（日吉津村石原
家から雲州母

も り

里西村家に嫁い
だ美

み

須
す

女
じ ょ

の諸国巡礼旅日記）
を読む。講師：中

な か

　宏
こ う

さん。
鳥取県立公文書館戦後70年
記念事業講演会
１日（土）午後１時30分～３時
30分：２階研修室。テーマ「鳥
取県への学童集団疎開」講師：
石田敏紀さん（新鳥取県史編さ
ん現代部会委員、鳥取県立倉吉
西高校教諭）※入場無料、予約
不要。問合せ：鳥取県立公文書
館（☎０８５７－２２－４６２０）
朗読コンサート「星は見てい
る―原爆の日によせて―」【爆
心地＝グラウンドゼロ】
６日（木）午後１時30分～３時：
２階研修室。「少年Ｔのヒロシ
マ」「原爆の子」絵本「へいわっ
てすてきだね」ほか。主催：火
曜の会、共催：米子市立図書館
こころの相談会（要事前申込）
12日（水）午後２時～４時、２
階研修室。予約先：ライフサ
ポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８）（平日
午前９時30分～午後５時30分）
鳥取大学サイエンス・アカデミー
８日（土）「中山間地域の総合的
地域計画の担い手としての新
しいコミュニティのあり方に
関する研究」講師：地域学部准
教授　筒

つ つ い

井一
か ず の ぶ

伸さん。22日（土）
「人の繋がりを活用したまちづ
くり政策の検討」講師：工学研
究科准教授　桑

く わ の

野将
ま さ し

司さん。※
いずれの講座も、午前10時30
分～正午、２階研修室。
知的書評合戦：米子ビブリオバトル
23日（日）午後１時30分～３時
30分、２階研修室。主催：米

子ビブリオバトル（☎０８０－
５７５１－４７５０（山田さん））
ギャラリー　 ▼「米子空襲　
戦災の記録展」主催：米子市
立図書館。～23日（日）まで

▼「押し絵・ちりめん細工作
品展」主催：森美也子さん。
25日（火）～９月13日（日）
★ビジネス支援は14ページ
■開館時間　平日：午前９時
～午後７時、土・日・祝日：
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、30日（ 月 末 資 料 整 理 ）。
30日、31日は連休になります。

生きものうちわを作ろう！
１日（土）～14日（金）開館時間
中いつでも。対象：小学生以
上がおすすめ。材料費：100円。
色ねんどで好きな生き物を作ろう！
カラー紙粘土で好きな生きも
のを作ります。15日（土）～
30日（日）、開館時間中いつで
も。対象：小学生以上がおす
すめ。材料費：300円※ご希
望に応じて、持ち帰り用ダン
ボール箱（100円）もあります。
手作り自然教室「小鳥のお家
を作ろう！PART2」
15日（土）午前９時30分～正
午、午後１時30分～４時（２回
開催）。対象：午前・午後それ
ぞれ小学生の親子先着12組。
要予約。参加費：500円。会場：
米子市児童文化センター
自然観察会「夜の水鳥公園を
探検しよう！PART1・2」
15日（土）、22日（土）午後７
時～８時30分。対象：小学
生以上。定員20人。要予約。
持ち物：懐中電灯、虫除け。
中海環境フェア「国内外のラムサー
ル登録湿地の活動紹介ポスター展」

22日（土）午前11時～午後４時。
対象：小学生以上がおすすめ。
主催：NPO 法人中海再生プロ
ジェクト。会場：米子食品会館
自然観察会「バッタとり大会」
29日（土）午後４時～５時30分。
対象：小学生以上がおすすめ。
定員30人。要予約。
ダンゴムシレース大会2015
30日（日）まで、開館時間中いつで
も。対象：小学生以上がおすすめ。
コハクチョウ初飛来日当てク
イズ2015
今年のコハクチョウの初飛来
日を予想して投票してもら
い、正解者には記念品を贈呈
します。９月２日（水）から受
付開始、開館時間中いつでも。
対象：期間中のネイチャーセ
ンター入館者。応募方法：入
館時に配布する応募用紙に必
要事項を記入し、応募用紙を
館内の応募箱に入れます。応
募は１人につき１回とさせて
いただきます。応募期間：９
月２日（水）からコハクチョ
ウが初飛来するまで。
手作り自然教室「カエル工房
in米子水鳥公園」
９月６日（日）午後１時30分
～４時。講師：カエル工房。
対象：小学生以上先着25人。
要予約。参加費：500円。
●会場は特に記載のない限り、水
鳥公園ネイチャーセンターです。
●米子水鳥公園の催しへの参
加には入館料が必要です。手作
り自然教室の参加費は、入館料
を含めた大人・子ども一律料金
です。
●入館料は、高校生～69歳の
方は310円、その他は無料です。
●水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間　午前９時～午後
５時30分

■今月の休館日　毎週火曜日

８月ロビー展　
布袋とビーズアクセサリー展
出展者：風工房さん
クラフトの日（第３水曜日）
ハチス（ハスの花托）のオブ
ジェ作り
19日（水）、受講料：500円
■入園料　大人200円、小・中学
生50円。（市内にお住まいの方の
料金。受付でお申し出ください。）
■開園時間　午前９時30分（10
日までは午前８時）～午後５時。
■今月の休園日　12日、26日

手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
常設展『夏』
期間：１日（土）～ 24日（月）、
入館料：無料。
子どものための手仕事体験教室
※低学年は親子参加でお願
いします。
●国

こくぞう

造焼
やき

『土
ど

鈴
れい

つくり』
１日（土）①午前９時30分～、
②午後１時30分～。定員：
各 10人。参加費：1500円。
●大山焼久

く

古
こ

窯
がま

『陶芸フィ
ギュアを作ろう !』
２日（日）①午前９時30分～、
②午後１時30分～。定員：
各10人。参加費：1500円。
● A

ア ッ シ ュ ワ ー ク

shwork『陶器のおうち』
４日（火）①午前９時30分～、
②午後１時30分～。定員：
各３人。参加費：1500円。
●白

しろいたに

谷工房『木工・写真立て』
６日（木）①午前９時30分～、
②午後１時30分～。定員：
各10人。参加費：1000円。
■開館時間　午前９時～午後６時
■今月の休館日　11日、25日
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　米子水鳥公園では、水鳥の生息地としてだけでなく、湿地の様々な生き物を保
全しています。これは、鳥たちが自然界で生きていくためには、生息環境を構成
し食物となる多種多様な生物の存在が不可欠だからです。そのため、水鳥公園の
レンジャーは、鳥だけでなく、昆虫や魚介類、そして植物などについても勉強し
ています。このように、私たちは日ごろから水鳥公園に生息する様々な生物に配
慮しながら、園内の環境を維持管理しているため、湿地の希少な植物の保全につ
いて相談を受けることがあります。ヒメシロアサザは、そんな過程で水鳥公園に
やってきました。

　ヒメシロアサザは、ミツガシワ科アサザ属の植物で、スイレンのような葉を水面に浮かべる植物です。環境省
の絶滅の恐れのある生物のリスト（レッドリスト）に挙げられていて、鳥取県内では2005年に初めて確認されま
した。ところが、県内唯一の自生地を埋め立てることになったため、ヒメシロアサザを保全する方法を探ってほ
しいと、水鳥公園にヒメシロアサザの株が持ってこられたのです。そこで水鳥公園では、移植や種子の保存など
を行なってみたのですが、うまくいきませんでした。
　ところが、移植から１年ほど経ってあきらめかけていたころ、最初に株を入れておいたプラスチック製のコン
テナの中に、数センチほどの大きさのかわいい葉っぱと１センチにも満たない小さな
白い花が咲いているのに気が付きました。どうやら種が落ちて発芽したようです。
　一見劣悪な環境に見えるこの狭いコンテナが、ヒメシロアサザの生育に適していた
ようです。特に何も世話をしていないのですが、その後10年続けて花が咲き、種子を
つけています。この写真の薄汚れたコンテナは、鳥取県内ですでに自生地が失われて
しまったヒメシロアサザにとって、例えるならば「ノアの箱舟」といったところでしょ
うか。でも、いつか再び県内で自生できる湿地に移植できることを夢見ながら、この
コンテナを管理し続けています。　　　　　　　　米子水鳥公園館長　神

か み や

谷　要
かなめ

水鳥公園からのたより
ヒメシロアサザ

８月に見られる生きものたち
鳥類：カルガモ、チュウサギなどのサギ類、オオヨシキリなどの小鳥類、カイツブリの親子　昆虫類：チョウ
トンボなどのトンボ類、シロテンハナムグリなどの甲虫類　その他：メダカやスジエビなどの水生生物　ほか。

「よなごの宝88選」から
　往来と道しるべ（３）　《宝No.78》　　
◇大

だいせんみち

山道　大山道とは、大山または大山寺へ向う道のことです。
　主なルートとして、御

み く り や

来屋や淀江方面から坊
ぼうりょう

領（大山町）を経由する「坊
ぼうりょうみち

領道」、米子方面から
尾高を経由する「尾高道」、岸本方面から丸山（伯耆町）を経由する「丸山道」、溝口方面から桝
水高原を経由する「溝口道」、江尾方面からの道、作州方面から大山山腹をほぼ水平に北進する「横
手道」、赤碕・関金方面から川

かわとこ

床（大山町）を経由する「川床道」があります。
　これらの道は、山岳仏教、地蔵信仰の聖地である大山信仰の道であると共に、博

ば く ろ う ざ

労座で開催さ
れた牛馬市への道、廻

まわりこく

国巡
じゅんれい

礼の道、伊勢参りに先立つ大山参りの道として、宗教的・経済的な歴史背景をもつ道です。
　米子の住民にとって、最もなじみ深いのは「尾高道」と「坊領道」です。
　尾高経由の道は、現在は大山観光道路が通っていますが、近世には尾高から石田を通過し、精

しょうじん

進川
かわ

沿いに一の谷に至り、
大山へ向かったといわれています。尾高には、黒住教会前に道標を兼ねた常夜灯、県道淀江岸本線と米子大山線の交差
点に角柱の道標、石田には２基の道標があります。
　淀江公民館前の道標には、「右　石馬、左　大山」と刻まれています。大正７年（1918）に福岡集落の近
くに設けられたものです。石馬は明治34年（1901）に見出された重要文化財です。
　蚊屋や日下には、指差しや掌

てのひら

を刻んだユニークな道標も残っています。　【よなごの宝88選実行委員会】

チュウサギの群れ
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